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Correlaもion Function Method ‡I(Letter)(L Prigogine, Pご･
Resibois an(1a.Severne)
Summary-:Th∈きeXaCt equivalence between the generaユ theory
of inhoⅡleigeneOuS Systems developed by Prigogin占 and his
collaborators and the correlation function method has been
established to aユl order in the colユDling constanも an(1
the concentration, in contrad.iction to our previotユS
study(I.Prigogine and･a. Severne,P野 si'cs LeもtFirs旦･･'177
(1963)).This d.emonsも_ration,however,does not inciudesl
もhe case of bulk viscosity,nor typicaユ quanもum_mechani-
caユ effects a/s invesもigaもed by-Nak･a31ina(1958).
0工rreversibユe Process in Non-Uniform Systems I. CieneraL
Equations of丑voluもion(G･. Severne)
OKinetic Equations and Stationary State forA System in jL
Uniform 宜Ⅹternal Field(Ci.8-everne).
以上 〔東大教養〕.
〇五Ⅹcitaもion of GolユPユedNuclear Antifer_TOmagneもicResonance
Mo(ies(rT.i. Wilt and A.M.Portis)
ONuclearluagnetic Resonance Modes in MagneticMaterials
CrT.i.Witt and A.班.Portis)
0-0n a Statistical Theory-OfSpin Relaxation (H.Nakano and
A.Yoshimori)
0Magneもic Properties of the Canted Anもiferromagnet a-CoSO4
(Ⅰ.F. Silvera,J.fI.ヱvi. Thornley,and M. Tinkham)
以上 〔阪大〕
OThe Heat Capacity of もheAnuferro甲agnet CoCe26H20 nearits






ついてば下記の とお り公募 を行います｡希望者のご応募 または適任者のご推薦
をお願い します｡
1.教授 ･助教授 または講師 : 若干名
･∴2_._研究分野は問わない｡
3.着任時期 :昭和 40年 4月 1日 ただ し事情によっては 1年層度の幅が
あって もよい｡
4.公募〆切 :昭和 39年 10月末日
5一.提 出.書類 :履歴書 ,研究歴 (論文 リス トを含む)
















と き 11月12日～ 14日
とこと 名大 プラズマ研究所
9月未来目され るPrinceもon大学のJ. D_awson-教撃を囲んで上記の通 り
研究会を行いますので､参加希望者は10月20日までに世話人 (プラズマ研
中山寿夫)に御申し込み下さいO 尚予細の都合で旅費滞在費は全額は支給でき
ませんので､御諒承下 さいよ 世 話 人
プ ログ レスの レター につ い て
最近の物理学の発表形式 の特徴の一つ として､ レター形式が盛 になったこと
があ ります｡大量の レターが世界のあちらこちらで出ていますO 代週刊 ガ物理
などと悪口を云われながらも､その速報鹿 はやは り-重要な機能の一つ として､
魅力を もっています｡
他で早 く発行 され るものがあれば､自分連 も早 く発表 してprio立正吋を確廃 .
したいのが人情であ ります, プログレス編集部に対 して も､ レ:91'｣についてい
ろいろの御意見が寄せられていますo
問題は2つあ ります . 1'っは投稿後早 く出せるかど うか というこ とo もう1
つは長 さの制限 をゆるめるか どうわとい うことです｡
早､く出すには今の方式を根本的に変えなければな.りません｡現在､投稿 され
てから出版 されるまで約 3ケ月を勢 していますが､その日数の約 2A は印刷に
必変な目時ですO勿論 レターだけを独立 して印刷すれば少 L,早 くなるでしょうO
しか し､今のように本文に くっつけて (従ってペヤ ジを通 しペ⊥ジにして)､
しか も活字を組んで印刷する限 り､ 2ケ月以下に縮'めることは不可能′で埼 √うま
しようO独立のレター紙 を出す とい うことも考えられ ますが､日本だげで.どれ





次に, もう少 し長 い･L,タ-を認めよという意見があ ります ｡ レターが長 くな
っ ているのは (特に レター紙では)世界的傾向で､仕事 を早 くしか もなるべ く
詳 しく知 らせようとい う要求から来 るもので､やむを得ないとも云えます 0 時
にP.a.Letterのように､特別の性格を持たせているところはなおさらで
す｡ プログ レまの場合には､本文の出 るのがおそい とい うこともあって､ もう
少 し長 くしてはしいという御意見が出るのだ と思います｡
今のプログレスの レタ-の長 さは､印刷 して2頁 と･い う基準か ら来ています｡
もともと､ レタ-の長 さを決める時iと､いろいろな雑誌の基準 をしらべて､語
数で制限 していたのですが､印刷上か らは1貢半 でも2京で も同じである (別
働を作 る時に) とい うこともあ り,行数 で100行 とい うことにな りま した
(100行なら2頁に収 ります) ｡ これは,その当時の語数の制限 よりゆるく
なっていま すO
ところで､ もしもレタTを長 くす ることを考 えた時は, どれ位が適当で しょ
うか｡あまり長いと､読みに くくて却って印象が薄れ るとい うことも起 ります｡
編集委員会では､いろいろ討議 しましたが､現在の長 さで十分言いたいことは
言えるであろ うということにましたO 論文を compaCtに書 くことは､いろい･
ろの意味 で必要なことで もあります ｡
.長 い レターを認めて､その代 り､長い ものには組版代を相当高 くしてはどう
か､ とい う意見 もあります｡題版代が研究室の負担 となっている■とことが多い
現状では､結局､長 さの基準を長 くしたのと同じであ り､一方では予算の少い
小研究室を圧迫することにな りましょうO もし､現在の基準が甚だしく不便で
あるとい うことでなければ､今まで通 りの長 さを原則 とし､その以上の ものは
あ くまで例外であり､例外の方が多 くなる_ようなことを避けたいと思いますO
そこで､編薬物では､.当分は､ レタ-の長 さは現在通 りとし､ これを超える
る ものには短 くす る努力をお頼もし､し､それで も縮 まらないで､著者 と編集部の
問で了解 し冬 ものには､掲載才 を代 りに､相当の組版代を累進的にいただ くと■









Pica si苧eで1行が 17珊 として100布o図や式は､次のように して換
算 しますo
i) タイプで一行に打ってある式は本文の二行分 と勘定 します ｡ 分数の入っ
てL_､るものは三行分o
ii) 図は､印刷すると6仇巾 (半貢巾)か 12cm巾 (一貫巾)になります｡
図の巾を6cmにしたときに高さをh伽にすると､この図は(3/2)h二行に
相当 します｡
プ ログ レス編 集部
編 集 後 記




o四月より京都霜索郎の一員 とL,て活躍 され～た松平 升氏が今度 カナダ-留学
され る為､代 恒こ九月より基研滞在 となる西川恭治氏 (東大教養)が編集委
員 となります｡
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